
ままま～～～ゆゆゆ

蚕都くらぶ・ま～ゆという上田地域通貨モノコト交換制度は､地域で暮らすひとびとがお互いに

助け合って楽しく暮らすための制度です。

私たちは､この地域の豊かな自然やひとびとの知恵･技術･経験･人柄を地域の宝と考えます。

その宝を活用することで､より豊かな地域と人間関係を目指しています。

蚕都くらぶ・ま～ゆは､地域通貨を使って人と地域をつなぐシステムです。

❖人と人との新しい関係が生まれます。

❖自分の能力を再発見できます。

❖人が活き活きすることで､地域が元気になります。

わたしたちの願 い
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｢スローな暮らし｣を夢見て!!

№ 1 ケイちゃんこと 安 井 啓 子

春から秋和地区の一画で野菜づくりを始めた。“かじ

やさん”のご好意でお借りした「ま～ゆ秋和菜園」だ。

これが中々おもしろい。作り手の個性が畑に出ている。

作り手ばかりではなく野菜たちにも個性がある。当初は

まばらだった其々の畑の野菜たちも今では緑濃く大き

く育ち次々と花や実をつけそれぞれに自己主張してい

るかのようだ。

食糧自給率が 40％をきっている、つまり食糧の６割以上を外国に依存

しているこの国で、自分たちの食べるものを少しでも自分たちで作りたい

と始めたささやかな試みだ。しかもできるだけ自然環境に負担にならない

育て方でと心掛けている。農薬や化学肥料に頼らないで自然の力に任せる

と言えば聞こえはいいが、正直言って我が家のは手抜きだ。しかも畑の先

生でもある“かじやさん”には随分助けてもらっている。しかし不思議な

もので少々虫食いの菜っ葉も自分で作ったものなら苦にならない。それに

「種」を蒔いたところにちゃんと芽が出た時の嬉しさはまた格別だ。「何

を今更子どもみたいに」と笑われそうだが実際に自分で体験してみなくち

ゃこの喜びは判らない。

近年の異常気象は地球温暖化の影響なのか、今年も雨が少なく県内でも

水不足で、田植えを諦めた所や果樹や野菜の生育に大きな影響が出てきて

いると聞く。これまでなら、そんな事象もどこか他人事だったが、自分で

やってみるとそのせつなさが実感として胸に迫ってくる。

「消費は美徳」とか「使い捨て時代」の掛け声に踊らされて来た過日。

モデルチェンジで次々と新機種・新型に替わる多様な機器を追い求めるよ

うな“愚”は繰り返さない。

便利さの中で無くしてしまったものは何だろう？と心に問いかけてみる。

これまでの“より早く、より

たくさん”の足し算の発想で

はなく引き算の生き方へと

舵を切り替えよう。そして、

ゆっくりとした時間の流れ

の中でささやかな営みの一

つ一つをじっくり味わいな

がら暮らしたいと夢見てい

るが、中々そうはならないの

も現実だ。
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ま ～ ゆ の 田 植
№147 河野 孝志

一度、田植を手伝わせて貰いたいと色々な方々に声をかけ、何時でも

どうぞとは云っていただけるのですが、気遣いを感じ、ご迷惑をお掛

けするようで、実現しないまま、上田に来て 10 年以上たってしまいま

した。

「ま～ゆ」の棚田で田植が出来ると聞き恐る恐る参加させていただきました。

５月28日(土)うす曇の午前中は翌日の田植の準

備作業です。多少早めに到着したつもりですが、

皆さん、すでに畦道で何やら作業に没頭されてい

ました｡

「ま～ゆ」の協力作業はいつも早めに始まるのが恒

例らしいですね。

せっかくき

れいに揃っ

ている苗束

を一本一本、

手でほぐす

作業です。

あまり合理

的とは思え

ない作業に

首を傾げて

いましたが、苗が田植機用で手植えには向かない

と聞き納得です。

もともと不器用であることは自覚していますが、

それにしても周りの方のスピードには驚かされま

す。

慣れてくれば俺だってと粋がって見ましたが、10

分で対抗意識は捨てました。 せいぜい、丁寧に

作業をすることで、後の作業に迷惑をかけないよう

に頑張ってみました。

「感想文を」と言われていましたが、田んぼに植

える稲の赤ん坊の束は何と言うの、苗代と苗床の

違いは何？などと一々気になり、文章にならないま

ま、アルツハイマーの影響でどんな作業をしたの

か思い出せなくなっています。聞いて理解している

つもりが、自分で実体験のない言葉は身について

ないことが良くわかりました｡今でもはっきりしている

ことは、軽い、心地よい疲れが、次には何を手伝わ

せて頂こうかなと云う気持ちに駆り立てることです。

翌日は田植です。長靴よりも、古い運動靴で良

いと聞いたのですが、すぐに裸足になりました。

結構気持ちのいいものですね。

水深、苗床の状況などで同じ様に植えているつもり

が、水没したり、浮いて流されたり、横にずれたり、

間隔が乱れたりと散々です。小さい頃手伝わされた

から体で覚えてるのよと慰められますが、スピード

だけでなく作業結果にも能力差が歴然で、落ち込

んでしまいます。

大勢なので２時間ほどで作業は終わりました。

何人位参加されていたのでしょうか。 農耕民族の

共同作業を実感しました。

職場でこれだけの人数が集まれば、方針が無明確

だとか、指揮がはっきりしないとか、作業手順が悪

いとか、文句ばかりで仕事をしないとか問題だらけ

といった感じなのに、「ま～ゆ」では、みんな自由に、

各人の出来ることを、協力しながら、しかも、楽しみ

ながら作業していますね。生活がかかっていないか

らかも知れませんが、ボランティアグループでも問

題が出ている話を良く耳にします。「ま～ゆ」のこの

雰囲気を大事に、輪が広がればいいですね。

昼はいつの間にか準備されたトン汁です。持ち

寄られた手料理の多彩さに驚いたり、感心したり、

色々な方に知合え楽しい時間をすごしました。

家庭菜園、庭の手入れと尻を叩かれ、しぶしぶ

手伝っていましたが、身近に見たこともなかった農

作業を、しかも、棚田での手作業の田植とは、チャ

ンスを頂き、「ま～ゆ」に感謝、感謝です｡



父(ごんべえ)と､ともに須川の田植えに参加させていただきました。
中 島 大 輔

私にとって地域通貨制度というものに触れるのも初めての機会であり、また恥ずかしながら

田植えそのもの自体が初めての体験でもありました。

私は現在食品会社で冷凍食品の仕事をしているので、この田植え体験を通して食べ物を１か

ら自分たちの手で作っていく事を学びたいと思っておりました。

田植え当日は幸いにも天気に恵まれ、多数の方の参加

もあって、楽しみながら行うことができました。１つの

行事を様々な世代の人たちと一緒に行う。これは他世代

の人との文化コミュニケーションを図る貴重な機会で

はないかと思います。

また、私たち親子にとっても、ともに泥まみれになり

ながら田植えをして久しぶりにコミュニケーションの

ようなものをとれたような気がします。

今回私たちが植えた苗がまもなく棚田いっぱい緑に

拡がり、そして秋には黄金色に拡がっていくのをとても

楽しみにしております。

「脱穀にも是非参加したいです!!」

－４－

4年目ともなれば

イデタチも本物 ごんべえジュニアが目立つのは親ゆずり？ごんべえジュニアが目立つのは親ゆずり？



－５－

たけ採りものがたり

№55 かぐやひめミーすけこと前田美枝子

ま～ゆ秋和菜園が出来て､農事指導者のかじや

さんと野菜作りをするみんなの気持ちが、出来る

だけ化学薬品で消毒しない野菜作りにしようとい

うことになった。｢じゃあ竹を焼いて竹酢液を取れ

ばいい｣。

そこで平井寺に私が結婚して 30 余年一度も行

ったことがない竹林がある。母に聞くと「もう竹

が転んでいて､人が入れないようだ」という。たけ

のこも出なくなって､畑にも竹が出てきて､その畑

は荒れ放題になっていた。そこから竹を切り出す

ことになった。

孫の手さんとごんべえさんが主に携わってくれ

た。ごんべえさんがチエンソーでじゃーじゃーと

切って、孫の手さんが竹を引っ張り出してくれた。

孫の手さんは｢竹やぶなら少しは先が見えるけど、

もう竹土手だから何も見えないよ｣と面白いこと

を言う。

二人だけでは手に負えなくなって､ま～ゆのみ

んなに手伝ってもらうように呼びかけたら､大勢

参加してくれた。まず寄せ集めてある竹の枝払い

をした．ナタでもいいが､手ごろな竹でたたくと、

すぱっと枝が払える。でも力がいる。にゃんこ先

生は涼しげな顔でやっている。河野さん(御主人)

や、きのさんにハコさん、まるちゃん、が一本一

本竹を仕上げていく。

増成さんは太い竹がほしくてこの作業に参加。

見ていると､太い竹を切らないで､汗だくになって

根っこを掘っている。その竹は先が曲がったもの

で､なんとアルプホルンを作るのだそうだ。出来上

がったらぜひ見せてもらい､音色も聞かせてもら

いたいと思った。

縁舎の古田さんが来てくれた。途中でたまちゃ

んと三井さんと私で竹林に入り竹を引っ張り出し

たが、竹の切り株があり、歩きにくいし危ない。

それに量も多い。いくら運んでも終わらない。

途中から竹を一定の長さに切りそろえる仕事に

ヒデさんとトキさんとケイちゃんが就いた。孫の

手さんが丸ノコのような大きな道具でしゃしゃと

竹を切っていく。それをきちんとダンプに積み込

む。大勢の手があってはじめて出来る仕事だと思

う。

ケイちゃんが｢ま～ゆっていつも今までやった

ことがない経験をさせてくれるね｣と言って楽し

んでいたが､ありがたい。ま～ゆの人たちだからこ

そこんな竹出しなんていう苦労な仕事やってくれ

るんだよね。

平井寺の年老いた両親も､何かというと大勢が

集まって仕事をする人々に驚いている。人付き合

いの下手な母はおろおろするばかり。少しずつ慣

れてきたようだがとってもいい経験をさせてもら

っている。

みんなの通帳に 1000 まーゆずつお支払いして

この日の仕事は終わりになった。

みなさんほんとにありがとうございました。

根っこがはびこらないように



ま ～ ゆ な 人 №54てる坊こと柴田照子さん

今回は、元祖ま～ゆの<料理隊長>の〝てる坊〟こと：柴田照子さんに登場してもらいました。
先日上田広報に登場、その理由は、フツーの人を探していた。・・・そんな主旨で登場したけれど、反響はなか

なか、とんでもないところから、｢載ってたね｣というTELがあったりした。

出身は西塩田、現在は市内古里。ご存知〝疲労坊〟さんの奥様である。
２人でプール歴12年。アクアプラザ。オープン以来のアクアのお得意さんである。そこで、ごんべえさんと知
り合い、ま～ゆと縁ができた。夫婦で一緒に入会例は少ない？と思っていたが、二人同時に、入会した。今は、
ま～ゆもプールも生活の一部だと言われる〝てる坊〟さん。

血液型は、B 型で、双子座。B 型は常に前向きである。こんな前向きの性格からなのか、現在は訪問介護ヘル
パー２級の資格を持ち、毎日訪問介護で１日５～６軒の家の訪問をしている。介護の免許をとって６年・・・社
協の有償ふれあいサービスが最初で、平成８年から行っている、介護歴 10 年、介護の仕事が負担でなく、｢楽
しくて、楽しくて、自分に合っている｣と、笑顔で話す〝てる坊〟さん、天職なのかもしれない。・・そこにはも
ちろんやさしさも・・。

介護に携わり一番感じたことは、年金の重みだと言う。
｢やはり若い人は特に、自分の老後の生きがいのために仕事するべき｣
｢厚生年金のことをしっかり見据えて・・｣とアドバイスしてくれた。｢年金があると、ない生活ではぜんぜん違う
老後になってしまう・・・｣と
これも長い間介護に携わっていたからこそ体験でき得た、実感でしょう。

社会の波に対しては、年齢と共に、腹が立つこと、怒ることが無くなってしまった。・・・

これからのま～ゆについては・・・｢ま～ゆは生活の一部だから気持ちの拠りどころを失くさないで欲しい。・・・
設立当時の和気あいあい、なごやかな雰囲気を保っていてもらいたい｣。と言う事を希望。

〝てる坊〟さんは、確かにフツーの人、そんな気がしました。
一方で仕事をバリバリこなしながら、夫婦２人になって１３年間・常に夫婦は、あ、うん、のなか・・フツーの
人だからこそできる、フツーのことをしっかりこなしている、ま～ゆな人でした。

今回は、個人情報とやらに惑わされてしまい、サラリとインタビューしました。これもそれに値するのでは・・・

等・・しかし会話がなければ人間関係は、成り立ちません。現代は、会話がなくても毎日の生活に支障はありま

せん。だからこそ、ま～ゆの会員の中ではせめて会話を持って、人間関係を深めたいと思うのは、私だけでしょ

うか？。コボル記

－６－
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梅雨を通り越して夏の時期になりかけ冷たい

飲み物がより一層おいしい時期になりました。

夏の夕暮れ皆様はどうお過ごしでしょうか？

ま～ゆの皆様､今回もやってまいりました。最近､

ま～ゆの会報で作家活動を勤しんでいる古田こ

と､とっつぁんです。さて､今回はわた史その参

をおおくりしたいと思います。

今まで自分なりに練習(レッスン)や演技研究を行っ

てきたことが甘かった。もう一度初心にもどって言葉

(セリフ)や演技をやり直そうと思い立った。二年も三

年も過ぎてから､また一からやるのか？気持ちの中に

強い意志がなかった。それはなぜだろう？自問自答し

てみた。その結果､私がすぐ先生のお付きになれたとい

う甘さだったのかもしれない。

そこで私は､研究所で教科書代わりに使っていた本

からスタートすることにした。その本は『演技読本』

だった気がする。昨年の秋にま～ゆのミステリーツア

ーに行った時､ミースケさんが暗記していた『ういらう

うり(ういろううり)』の本からスタートすることとなっ

た。

皆様は知らない人と思いますが､有名な先生方の指

導を受けることになった。

先生方の名前をイニシャルで出したいと思います。

私は彼らについて勉強することになる。有名な先生方

の月謝だけでも大変な額であるが､何とかしなければ

一人前になれない。自分の稼ぎは六千円ぐらいしかな

い。他にはアルバイトで稼がなければならない。

アルバイトに出掛ける事にしたが男は(ツブシ)のき

かないもの

男はツライよ !!

ちなみに私がバイトしていた先はボーイ･皿洗い・サ

ンドイッチマン・呼び込み・夜警・駐車場の案内etc。

自分の都合でバイトを変えていた。これは本職(ダンサ

ー見習い)で定職につけないのが一つの理由である。

今度こそ､自分のやりたいダンサーを強い意志でやる

ためだぞ！､自分自身に言い聞かせ､取り組むことにし

た。時間を惜しみながら一生懸命頑張って何とか一人

前にならなくては…。その時高岡先生(私のついた先

生)が舞踊団の生徒を募集していた。そこに集まった生

徒はみな初心者ばかり。全部で 50 人近くいた気がす

る。私がそのうち25人のレッスンを請け負っていた。

自分自身がプロの先生のレッスンを受けながら､新人

教育を行い､多忙を極める。残りの半分の生徒はバンド

のマスター(ダン池田とニューブリードのリーダーの

兄)が受け持つこととなる。二組のダンシングチームを

結成することになる。

Aチーム 担当（髙村こと古田）

Bチーム 担当（池田）
(当時私の芸名は高村

たかむら

であった)

前記に出てきた先生の(ハデな事)の話しもなかなか

出てこないので不安になってくる。一体どうなってい

るのだろうか。先生の胸中が知りたい。そんな事より､

A・Bのダンシングチームをどのように運営するのか､

というほうが先決である。この大勢の生徒たちの夢を

かなえてあげるには…？。四苦八苦の末､プロダクショ

ンに仕事を取ってもらえるように話しをつけに行く。

地方めぐりでも､イベントでも､女性の踊りが必要なと

きは使ってもらうことにした。これで何とか運営費を

捻出できる。

私たちが現役（約40年前）のころの興行といえば､

例えば踊り→お笑い→映画→有名人(三波春夫)。以上

が昼の部というようなパターンが普通だった。大勢の

踊り子が帰ってきても､次のレッスンをする場所がな

い。ここでまた苦労が出てきた。困ってばかりでは前

に進めない。お金を支払えば､レッスン場ぐらいはいく

らでもある。ただ､人数が多いのでなかなか見つからな

い。勇気を出して浅草の新世界という大きなキャバレ

ー(現在は東洋劇場となっている)専属のダンシングチ

ームにもいたので､若社長に会って､お願いした。何回

も足を運び､押して押してお願いして OK をもらった

のだが､条件付だった。新世界のダンシングチームが休

みの日は無料で出演(月に二回)する事。練習フロアー

の使用料は無料でOK。次は舞台監督に話しをしてダ

・台 詞： 劇団若草のS先生

・演 技： 宝塚映画の監督M先生

・バレー： 日活映画のU先生

・台詞及び所作： NHKのA先生

恥をかき､わた史を書いてみる

━其の参━

№14 古 田 恒 男
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ンシングチームの衣装を譲ってもらうことにした。専

属のチームは地方に出ていないため､安心して私達が

使用することができる。これで､三年間ぐらいは地方へ

出る事が出来る。昔は行李(こう

り )といって衣類を入れるも

のに 30 コウリ程譲ってもらうことが出来た。非常に

助かった思い出がある。これで有名人と興行に行くこ

とも出来る。

地方に行けば､私は振付師(先生)である。宿泊施設と

いえば､ホテルか旅館。乗り物は列車の一等車(飛行機

で言うとファーストクラス)。飛行機や食事代は全て先

方のお店持ち､なかなか気持ちのいいものである。

さて､自分の方は先生のもとで「ハデ」な事の話に戻

りましょうか。それは､『金粉ショー』である。女性一

人と男性四人のインドの仏像のような踊りです。女性

は金色､男性は銀色を体全部に塗って踊る。金銀の粉を

油で溶き､２～３分前に体に塗らないと皮膚呼吸がで

きなくなり苦しくなる。ライトが当たるとピカピカ､

そして約６分間ぐらい踊る。太鼓を打ちながら女性と

絡む!!。冬でも皮膚呼吸が出来ないので､汗が粒となっ

て落ちてくる。週刊誌アサヒ芸能グラビア５頁に発表

され､６分間の恐怖と題して出る事となる。全国的に出

演の申し出があった。申し出があった団体には､イベン

ト･キャバレー・自衛隊慰問・刑務所慰問等。北海道の

雪の中を走って風呂場に行く時または満月の夜､月に

反射して美しさは見ている人全員が驚いていたもので

ある。然し､男性ダンサーのなかの一人が体にブツブツ

ができ､ドクターストップがかかり､ショーを続行する

ことができなくなった。

３年間の間､正月の三が日以外は休むこともなく多

忙を極めていたが､今思い出せば､七色のライトが私を

照らすときは本当に美しかった。風呂に入り､銀粉を落

とすのも心地よかった。銭湯に行けば､周りの客がビッ

クリすることもあった。(銭湯の主人は知っているのだ

が)なかにはお客さんが抱きついてきて洋服がベトベ

トになった事も。あの時の思い出はつきない…。

次回は晩夏になりますが､ハワイアン(フラダ
ンス)のお話しをしますので､みなさん期待し
て下さい。

私からあなたへ なんにもないを楽しむ島
グッド･マンこと橋詰良男

あれは4年前ですから､平成13年の夏になりますか。

学校の先輩より､粟島､貝がたくさん採れて・もう食べ放題と聞いて､一度行ってみたいと思っていました。

偶然に誘ってもらいまして､早速14名で出発。

粟島は新潟県瀬波温泉近くの岩舟港から高速船で１時間程の 売りは「なんにもないを楽しむ島｣。島に着き､

民宿の車で港と反対の集落釜谷地区まで移動。一休みの後､早遠貝採りに海へ。

あれまあ。深さ3メートル位の所にサザエがごろごろ。これまで､佐渡・伊豆・輸島・上越といろいろ行きま

したが､こんなにあるとは。もううれしくてたまりません。当然網の中が一杯になるまで､岸にはあがってきま

せん。宿の主人によりますと､食ぺられる範囲で採ってくださいとのこと､当然いくらでも食べられます。

周りの人を見ていますと､天然のいわがきも採っていますので､こちらのほうも見分けさえ出来れば採れそう

です。

帰ってきてからも､再度又行こうと盛り上がりまして､予約も取りましたが急用が出来まして毎年キャンセ

ル。

今年こそは､又行きたいものです。内浦地区には温泉も出来まして､ゆっくり休養ができます。今年の夏休み

は､皆さんぜひ粟島に出かけてみてはいかがですか。

次回は男の料理教室でも一緒の大野さんにお願いをしました。
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のんどりはうすから光風
こうふう

雨森
う り ん

ハウスへ

家 氏 し げ 子

これまでの“のんどりはうす„が､心新たに〝光風雨森ハウス〟となって､今年 10 月頃に再出発する

ことになり､大勢の方のお力をいただいて､5 月始めに着工､６月 12 日には棟上を行うことができまし

た。

のんどりはうすを立ち上げて早 8 年。これまで､皆様方のお陰でどうにか運営できましたが､設置場所

の管理上の問題など､考えなければならない間題もあり､その趣旨が生かされないことも多々ありまし

た。

そこで､これからは私ども夫婦が住む敷地内に新たに建物を建築し､私たちの目の届く場での集会

場所とすることを考えました。これまで通り､皆で建てて皆で使うスタイルは変わりませんが､新たに

自的も加えてみました。育児中の方・自立している人・自立しようとしてる人・子供からお年寄り迄､

皆で一緒に楽しみ

ながら一歩一歩前

進できる場になれ

たらいいなあと思

います。例えば､自

然食材での食事・自

然酵母パン・ヨガ・

野の花を使った生

け花教室・そば打ち

等が出来る設備を

備えるつもりです

が､その他､もし希

望があれぱ提案を

実現できる様､皆で

努力したいと思い

ます。

ハウスの名は、

“光”は太陽、“風”

は空気、“雨”は水、

“森”は大地 を表

すと考えて､｢自然

の下でみんな元気

になってほしい｣そ

んな思いをこめて

つけました。

こんな事が出来

たらなぁ等ご希望

のある方は遠慮な

くお申し出下さい。

今までの“のんどり

はうす„同様､皆様

に可愛がって頂き

ながら運営できれ

ばと思っています。

ご挨拶

ご協力のお顧い

上田市中之条在住の画家・五味美那子さんより､建設資金の

足しになればと､五味さんの著書をご寄付頂きました。もし

建設資金等でご協力頂ける方がいらっしゃいましたら､五味

美那子さん著書「山の詩 1500 円・草花が友だちだった 1200

円」をご購入頂けれぱ幸いです。

信濃毎日新聞
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№104 鴇沢皓一

ま～ゆに入って早１年が過ぎようとしています。と、書きたいところなんですが、実はまだ入って

半年ぐらいの私、鴇沢ことトキです。そろそろ名前と顔を覚えていただけたでしょうか？

さてさて、前置きはなしにして題名にもあるとおり、ちょっとした疑問を打ち明けたいと思います。

私がま～ゆ通帳を使い始めたのは実は最近のことです。ちなみに使用例をここに書き出したいと思

います。メインはパソコンを教えたり、インターネットの接続をしたり、最近では平井寺で竹を取った

り豆をまいたりetc…。私がま～ゆでお願いしたのもありますよ。ちなみにお助け相手はハ●コさん(伏

字になっていませんが)です。お弁当を作っていただいたことが数回。な、な、なんと「ま～ゆでお弁

当が食べられたんです!!」思わず文字を大きくしてしまうほど嬉しかったんです。本当に感謝して

います。

さてさて、そんな使い方もある一方、最近気になっていることが一つ。それは「須川田んぼでま

～ゆが出なかったこと」です。何でま～ゆの活動なのにま～ゆが出ないの？この件が気になるので

す。誤解を招く前に一言付け足しておきますが、別にま～ゆが欲しくて言っているわけではありません。

ま～ゆの活動なのにま～ゆが出ない。今回の会報を読んでいるみなさん。こんな疑問を思ったこと

はありませんか？ちなみに須川田んぼではま～ゆのかわりにカレンダーの裏紙に名前を書いた気がし

ます。「これってどんな意味があるの？」名前を書いた意味としては、ま～ゆ米の収穫後にお米がも

らえるそうです。あれ？お米だけ！？ ま～ゆの活動でま～ゆが動かない。そんなことがあって

いいのだろうか。ふと、そんなことを疑問に思っている今日この頃。この会報を読んだみなさんはどの

ような疑問を思っているのでしょうか。考えてみれば他にもま～ゆの活動なのにま～ゆがなかった

なんて感じたこともあるんじゃないですか？と、いう私からの疑問でした。

ま～ゆに入ってちょっと疑問！

カンパのお願い
のんどりはうすが光風雨森ハウスとして新しくなります。この家は

おしげさん夫婦が私財を投じて､世代を問わず楽しめる場として建設

するものです。

私たちま～ゆの仲間も大いに利用させてもらうつもりです。

そこで､建設資金の一助になればと､カンパを募りたいと思います。

一杯を半杯にして協力しましょう。 ごんべえより

建設中の光風雨森ハウス(左隣は自宅)



○子供用自転車を もらっていただきました

のび太さんが幸太郎くんに100ま～ゆ差し上げました

新車を買ってもらうつもりでいた幸太郎くんは中古でも

大変よろこんでくれたのが嬉しくて

○吉崎酒店で日本酒を購入して

10％をま～ゆでお支払いしました

ヒデさんが吉崎恵美子さんから200ま～ゆで

建前に使用するお酒で「のし」まで墨をすって丁寧に書

いて頂き、大変感激しました

○手編みベストをいただきました

幸子さんが河野さんから１０００ま～ゆで

とても暖かくて嬉しいです

○美味しい青ばつをいただきました

ケイチャンとぶんちゃんが

ミーすけさんから１袋１００ま～ゆで

お金も 100円お払いしました

○美味しい漬物をいただきました

ケイチャンがハコさんから○○ま～ゆで

美味しくいただいています

○じゃがいもをいただきました

芽生さんがひろ坊さんから○○ま～ゆで

サラダやコロッケにして美味しくいただいています

○鮭の氷頭をいただきました

ごんべえさんがハコさんから○○ま～ゆで

○石灯篭ををいただきました

トットちゃんがゴーンさんから○○ま～ゆで

お助け一覧表に掲載しても｢まさか｣と思っていたので天

にも昇る気持ちですありがとう

○ＣＤラジカセをいただきました

都々平さんがゴーンさんから２０００ま～ゆで

ミニコンポが壊れて長―い間ＣＤを聴けなかったので

○バスタオルをいただきました

きよちゃんがごんべえさんから100ま～ゆで

(ごんべえ)引き出物の不用品が役立ってありがたい

○パソコンソフトをいただきました

都々平さんがトキちゃんから500ま～ゆで

写真のページ編集が楽になってうれしい

○味噌作りの釜･カマドをお借りしました

みっちゃんが孫の手さんから3000ま～ゆで

縁舎の“手作り味噌講座”で使わせていただきました

○家の花見にお招きしたら

参加料をいただきました
ミーすけさんが皆様から各１00ま～ゆ

楽しんでいただいて､私も楽しくて…

○天気の悪いとき車に乗せてもらっています
幸子さんが ミーすけさんから100ま～ゆで

○美味しいカルビを買っていただきました

お礼にミーすけさんがトキさんに500ま～ゆ払いました

市場から届けていただいて感謝

安くてとても美味しい肉でした。

○ラジオ番組を録音していただきました

ごんべえさんが都々平さんから500ま～ゆで

早寝の私にはできないので…

○看板を作っていただきました

増成さんが 孫の手さんと古田さんから2000ま～ゆで

とても立派な看板をありがとう

○講演会のタイトル書いていただきました

ごんべえさんが古田さんから2000ま～ゆで

さすが､プロの技、かっこよく書いて頂いてありがとう

○上田自由塾の資料の袋詰めを

していただきました
山口さんが ハコさん・ヒデさん・みっちゃん･田島さん・ト

キちゃん･都々平さん･幸子さん・ケイチャンから それぞれ

500ま～ゆで

ま～ゆから大勢の助っ人、すごい

○コタツのコードを直していただきました

コボルさんが都々平さんに５００ま～ゆで
見ている前で修理していただいて感激
安心してコタツにあたっています

○書類の封筒詰めをしていただきました

ごんべえさんが

孫の手さんと都々平さんから各200ま～ゆで

突然頼んだのにすぐ来ていただいて助かりました

○経営相談をしていただきました

ホーおじがいっしゅうさんに５００ま～ゆで

経営指導のプロから的確なアドバイス。さすがま～ゆな

らではのお助けと感謝。これからもよろしくお願いします

○音楽会会場使用許可申請書の作成を

お手伝いしました

ホーおじがひっちゃんに３００ま～ゆで

無事に許可がおりて、ひっちゃんも、一安心。

良い音楽会が開けそうです

－１１－
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都々平・ミーすけの エコ２家族

愛する花のために

今年は5月に晴天が続いたら6月に入っても

一向に雨が降ってくれません。まるで〝梅雨が

ずる休み〟しているようです。こんな気ままな

お天気はある意味で自然かもしれませんが､水

がなければ困るのは農家ばかりではないでし

ょう。

須川に､塩田平のあちこちに､人造湖やため

池を造って水飢饉に備えた先人たちの偉大さ

に改めて敬意を感じる思いです。｢日本人は空

気と水はタダと思っている｣とよく言われます

が、最近ではそれがとても大切な資源に考えら

れ｢大切に使う｣気風は徐々に広まっているよ

うな気がします。

私は昨年〝うえだ環境市民会議〟で水の勉

強をし､浄水場の見学会にも参加しました。そ

のときに､蛇口から出てくる水道の水が｢ただ

ものではない｣ことを知りました。自然の微生

物に汚れや雑菌､はては重金属までも分解して

もらう知恵を発見し､イギリスでは300年も前

から殺菌しなくても生で飲める水を作り続け

てきたそうです。その事実にただただ驚くばか

りでした。

上田市の水道料金はドラム缶5本分がペット

ボトルの清水とほぼ同額と聞きました。こんな

に安くていいのでしょうか？。安いことは嬉し

くても､それだから〝湯水のように〟ジャブジ

ャブ使っていいなんて、ケチケチ根性の私には

とても思えないのです。温泉でお湯と水のコッ

クを全開して頭を洗っていた怪しからんヤツ

を目にしたとき、殴りたい衝動に駆られたこと

がありました。

ですから､そのまま飲めるまでに〝磨き上げ

た水〟を水洗トイレでいきなりジャーっと流

してしまうのは耐えられない思いがするので

す。風呂の残り湯を洗濯機に入れることなんか

いまや常識ですが､同じようにトイレに導けな

いだろうか？と日夜考えている私です。

浴槽の湯も21号で〝炭の活用〟を紹介しま

したが、足し湯と追い焚きで３人家族が３日間

保っています。

ミーすけは誰よりも誰よりも花を大事にする

人で､わが家は植木や鉢物で埋め尽くされていま

す。ケチケチ根性においては誰にも引けをとらな

いので以前は台所にバケツをいっぱい並べて､米

のとぎ汁は言うに及ばず､流しに落とす汚水まで

もこれに入れて、あの〝いとしいお花ちゃん〟用

に貯めていたものでした。夏はこれが変質して

えもいわれぬ匂い(臭い)を放つのです。先号でも

触れましたが何でも溜め込むのが趣味だからで

しょうか…。

一昨年屋根を葺く工事の際に貰い手のなかっ

た灯油タンクに目をつけて､雨水タンクに転用す

ることを思いつきました。ドラム缶にも相当する

大きなもので､これ1本で半月は水遣りに使えそ

うです。でも〝花を愛してやまない〟ミーすけは

空になるのを心配して､オーバーフローの口元に

またもやバケツを並べるしまつ。これを見かねた

孫の手さん。｢もう一つタンクを付けてやるから

みっともないことは止めにしようじゃないか｣。

どこかで調達したすばらしいタンクを提供して

くださり､この横に増設してくれました。

キッチンを新しくした際に食器洗い機を付け

るか否かでずいぶん悩みました。節水の効果抜群

と聞いていても、熱水にする電気代を考えればど

ちらがおカネの節約になるのか？さほどの差は

ないだろうと判断して止めました。また､流しと

洗面所とト

イレの止水

栓を調節し

て蛇口から

の水の出方

を抑えまし

た。トイレ

のタンクに

は節水用錘

をつけるこ

とも忘れて

いません。
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五
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曜)

原
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く
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有
志)

の
行
事
で
町
内
に

あ
る
外
語
ア
カ
デ
ミ
ー
の
留
学
生
達
と
昼
食
交
流
会
を
い
た
し
ま
し
た
。

中
国
・
ベ
ト
ナ
ム
・
タ
イ
・
ス
リ
ラ
ン
カ
・
北
京
か
ら
の
留
学
生
で
す
。

皆
日
本
語
も
上
手
で
、
色
々
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
約
四
十
名
、
各
国

の
ギ
ョ
ウ
ザ
を
作
り
、
お
に
ぎ
り
を
に
ぎ
り
、
な
ご
や
か
に
、
に
ぎ
や
か

に
試
食
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
の
日
の
準
備
の
際
、
お
に
ぎ
り
の
ご
飯
を
四
升
炊
く
の
に
大
き
な
お
釜

が
な
く
困
り
は
て
、
ふ
と
都
々
平
さ
ん
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
早
速
熱
勝

さ
ん
を
ご
紹
介
し
て
下
さ
り
即
お
借
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
す
が
ま
～
ゆ
の
仲
間
の
連
携
の
良
さ
で
す
ね
。

本
当
に
助
か
り
ま
し
た
。
感
謝
で
す
。
ま
～
ゆ
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
。

前
田
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
く
ん
く
ん
さ
ん
の
奥

様
、
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
。

代 表 安 井 啓 子

ま～ゆ連絡先 前 田 光 俊
〒386-0041上田市秋和 503-6

TEL/FAX 27-1230

編集後記
田んぼに畑に､そして炭焼き

も…と元気なま～ゆはその底

力を発揮して､あちこちで活躍

をしています。

自然と真っ向から触れ合い､

その恵みをいただく喜びがこ

の会報のあちこちで表現され

ています。ま～ゆはそれをみん

なで味わうから素晴らしいと

思います。

須川の“ほたるコンサート〟

が気候が不順だったために､中

止になったのはとても残念で

したが､8月には“じゃがパー〟

が予定されています。今年も前

日(予定)に収穫する馬鈴薯と､

先日刈り取ったイガチク小麦

粉を主役にしたご馳走で“ま～

ゆな味〟を楽しく､にぎやかに

堪能しましょう。

都々平

詳しいことはメール･FAX

でお知らせします

8 月 6 日(土)予定

ジャガイモの収穫


